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●
11
月
定
例
会
の
概
要

　

市
議
会
は
、
11
月
定
例
会
を
11
月
25
日
か
ら
12
月
17
日
ま
で
の
23
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
袋
井
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
な
ど
14
議
案
が
上
程
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
1
件
の
専
決
処
分
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
で
は
、
10
人
の
議
員
が
市
長
・
教
育
長
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

11月定例会

◎
議
決
し
た
主
な
議
案

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算  

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
人
件
費
の
増
額
や
、
公
債

費
の
元
利
償
還
金
の
確
定
に
よ
る
減
額
な
ど
、
主
に

次
に
掲
げ
る
事
業
の
た
め
に
補
正
を
行
う
も
の
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
総
額

は
3
2
1
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

〈
第
3
号
〉

●
人
件
費
 …
…
…
…
…
…
…
2
億
6
2
8
3
万
円

　
　

人
事
院
勧
告
に
伴
う
も
の　
　
　

3
4
8
4
万
円

　
　

退
職
手
当
に
伴
う
も
の　
　

2
億
2
6
0
2
万
円

　
　

人
事
異
動
等
に
伴
う
も
の　
　
　
　

1
9
7
万
円

●
子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度
へ
の
移
行
準
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
1
8
4
1
万
円

●
台
風
18
号
被
害
に
係
る
復
旧
事
業
 …
6
0
0
万
円

●
公
債
費
（
平
成
25
年
度
地
方
債
借
入
額
・
利
率
確
定
分
） 

　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
▲
9
2
6
4
万
円

〈
第
4
号
〉

●
衆
議
院
議
員
選
挙
費
 …
…
…
…
3
6
0
0
万
円

 　

条　

例 

●
袋
井
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
人
員
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

●
袋
井
市
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
や
要
支
援
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
す

る
事
業
等
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
市
の

条
例
で
定
め
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　
（
本
給
0
．3
%
増
、勤
勉
手
当
0
．15
月
増
）

平成26年11月に供用開始された袋井駅南北自由通路

市
長
提
出
議
案
は

い
ず
れ
も
可
決
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条　

例

●
袋
井
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て　
　
　
（
期
末
手
当
の
年
間
支
給
率
3
．15
月
↓
3
．30
月
）

●
袋
井
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
料
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て　
　
　
　
（
期
末
手
当
の
年
間
支
給
率
3
．95
月
↓
4
．10
月
）

●
袋
井
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て　
　
（
期
末
手
当
の
年
間
支
給
率
3
．95
月
↓
4
．10
月
）

　

期
末
手
当
の
支
給
率
に
つ
い
て
、
人
事
院
勧
告
に
準
じ
改
定
す
る
も
の
で
す
。

（
施
行
日　

平
成
27
年
4
月
1
日
）

　

人　

事 

（
敬
称
略
）

●
人
権
擁
護
委
員

　

市
内
に
11
人
い
る
人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
、
平
成
27
年
3
月
31
日
を
も
っ
て
3
年

の
任
期
満
了
と
な
る
委
員
に
つ
い
て
、
市
長
の
推
薦
す
る
次
期
の
候
補
者
に
つ
い
て

市
長
か
ら
意
見
を
求
め
ら
れ
、
原
案
の
と
お
り
同
意
し
ま
し
た
。

・
田
中　

知
子
（
下
久
能
）　

新
任 

・
寺
田　
　

円
（
長　

溝
）　

再
任 

　

そ
の
他

●
指
定
管
理
者
の
指
定

  

次
の
施
設
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
も
の
で
す
。

施
設
名

指
定
管
理
者

と
な
る
団
体

指
定

期
間

備　
　

考

袋
井
市
営
駐
車

場
・
自
転
車
等

駐
車
場

ア
マ
ノ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
サ
ー
ビ

ス
株
式
会
社

H27.4.1～
H28.3.31

袋
井
駅
前
駐
車
場
の
利
活
用
を
検

討
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
指
定
期

間
は
1
年
間
と
す
る
。

袋
井
市
月
見
の

里
学
遊
館
ほ
か

1
施
設
（
月
見

の
里
公
園
）

袋
井
市
文
化
協

会
グ
ル
ー
プ

H27.4.1～
H32.3.31

指
定
管
理
者
の
構
成
団
体

・
一
般
社
団
法
人
袋
井
市
文
化
協
会

・
遠
州
鉄
道
株
式
会
社

・
東
海
ビ
ル
管
理
株
式
会
社

　

人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
本
来
、
条
例
改
正
で
平
成
26
年
4

月
1
日
よ
り
、
市
議
会
議
員
、
市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
は

期
末
手
当
の
年
間
支
給
月
数
の
引
き
上
げ
を
適
用
さ
せ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
の
条
例
改
正
で
は
平
成
27

年
4
月
1
日
か
ら
適
用
さ
せ
る
こ
と
と
し
、
1
年
間
遅
ら
せ

た
こ
と
に
よ
る
財
源
の
総
額
1
7
0
万
円
を
「
緊
急
地
震
・

津
波
対
策
事
業
基
金
」
へ
積
み
立
て
ま
す
。
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市政に対する　一 般 質 問

健
康
文
化
都
市
建
設
に
は

ソ
フ
ト
戦
略
が
必
要

行
政
の
す
べ
て
の
分
野
を
文
化
的
視

点
か
ら
見
直
し
、
自
己
革
新
を
達
成
し
、

市
民
と
の
協
働
を
推
進
す
る
「
行
政
の
文

化
化
」
が
必
要
で
は
な
い
か
。

行
政
の
文
化
化
は
、
質
的
な
価

値
に
重
き
を
置
い
て
展
開
す
る
こ

と
。
農
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
、

彫
刻
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
政

策
の
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
自

己
評
価
、
市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
等
、
着
実
に
進
ん
で
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

市
民
力
の
向
上
に
向
け
、パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
5
0
0
人
会
議
の
方
た
ち
を
含
め

た
社
会
関
係
資
本
を
構
築
す
べ
き
で
は
。

こ
の
方
た
ち
は
高
い
意
識
を

持
っ
て
お
ら
れ
、
今
後
も
得
意
と
さ

れ
る
分
野
で
ま
ち
づ
く
り
に
参
画

し
、
活
躍
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と

確
信
し
て
い
る
。

健
康
文
化
都
市
の
姿
を「
見
え
る
化
」

す
る
こ
と
が
必
要
で
、
総
合
計
画
は
行
政

事
務
・
事
業
を
中
心
と
し
た
「
C
I
戦
略
」

と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

総
合
計
画
は
、
C
I
戦
略
と
重

な
る
部
分
も
あ
る
が
、
そ
の
も
の
で

は
な
い
。
本
市
の
C
I
は
、
市
民
と

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
袋
井
ら
し
さ

や
魅
力
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る

も
の
で
あ
る
。
本
市
の
良
い
と
こ
ろ

を
磨
き
上
げ
る
活
動
を
、
C
I
戦
略

と
し
て
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
伝
わ

る
よ
う
努
め
た
い
。

廣
岡 

英
一 

議
員

新
総
合
計
画
で
の

財
政
負
担
軽
減
の
視
点
は

将
来
の
財
政
負
担
軽
減
の
視
点
か

ら
、
公
共
施
設
の
統
合
や
既
存
事
業
の
見

直
し
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

現
状
把
握
の
た
め
、
公
共
施
設

白
書
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

維
持
管
理
費
・
運
営
費
用
の
抑
制
に

は
、
統
合
や
複
合
化
に
よ
る
総
量
削

減
が
必
要
と
考
え
る
。

袋
井
市
の
公
共
交
通

今
後
の
取
り
組
み
は

自
主
運
行
バ
ス
・
地
域
協
働
運
行
バ

ス
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

路
線
バ
ス
・
自
主
運
行
バ
ス
・

地
域
協
働
運
行
バ
ス
に
加
え
、
今
後

は
利
用
者
が
事
前
に
予
約
す
る
乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー
（
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
）
や
、
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
補

助
な
ど
の
検
討
を
行
い
、
市
民
が
利

用
し
や
す
い
公
共
交
通
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

営
農
用
太
陽
光
発
電
施
設
の

安
全
対
策
は

農
地
の
一
時
転
用
に
よ
る
営
農
用
発

電
設
備
設
置
は
、
撤
去
を
前
提
と
し
て
お

り
安
全
基
準
が
な
い
。
近
年
、
突
風
等
の

異
常
気
象
も
発
生
し
て
い
る
が
、
安
全
対

策
は
ど
う
か
。

設
備
の
設
置
申
請
者
に
対
し
て

は
、
地
域
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

風
対
策
な
ど
の
安
全
・
安
心
に
強
く

注
意
を
促
し
て
い
き
た
い
。

永
田 

勝
美 

議
員

パートナーシップ500人会議 みちとみずとみどりの部会

田に設置された太陽光発電システム（姫路市）
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歴
史
文
化
館
と
近
藤
記
念
館
の

利
活
用
は

歴
史
文
化
館
の
開
館
当
初
予
定
し
た

利
用
目
標
に
対
し
、
利
用
実
績
は
。

前
年
度
の
利
用
者
数
を
上
回
る

こ
と
を
毎
年
の
利
用
目
標
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
利
用
者
数
は
、
平
成
24

年
度
は
4
0
7
0
名
、
25
年
度
は

3
9
1
1
名
と
減
少
。
26
年
度
は
企

画
展
が
好
評
で
昨
年
度
を
上
回
る
見

込
み
で
あ
る
。

郷
土
の
偉
人
浅
羽
佐
喜
太
郎
、
ベ
ト

ナ
ム
独
立
運
動
指
導
者
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・

チ
ャ
ウ
両
氏
や
両
国
の
歴
史
を
学
び
、
交

流
の
場
と
し
て
「
日
越
友
好
日
本
一
の
ま

ち
」
を
目
指
し
て
、
近
藤
記
念
館
に
常
設

の
展
示
室
を
設
置
し
て
は
。

提
案
の
内
容
を
踏
ま
え
、
フ
ァ

ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
の
資
料
も
加
え
、

袋
井
ワ
ン
コ
イ
ン
・
ス
ク
ー
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
市
民
募
金
で
完
成
し
た

ベ
ト
ナ
ム
「
レ
・
ロ
イ
小
学
校
」
と

市
内
小
学
校
と
の
交
流
の
様
子
も
紹

介
す
る
な
ど
し
て
、
内
容
を
充
実
さ

せ
た
い
。

平
成
27  
年
度
予
算
に
お
け
る

取
り
組
み
は

各
課
か
ら
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
結
果

の
内
容
と
削
減
額
は
。

予
算
要
求
段
階
で
の
見
直
し

は
、
廃
止
事
業
が
17
、
終
期
を
設
定

し
た
事
業
が
4
、
縮
小
事
業
が
22
、

他
事
業
と
統
合
す
る
事
業
が
3
、
内

容
を
改
善
す
る
事
業
が
22
で
、
全
体

の
44
%
に
当
た
る
68
事
業
あ
っ
た
。

削
減
額
は
4
5
0
0
万
円
余
で
あ
る
。

大
石 

重
樹 

議
員

伊
藤 

謙
一 

議
員

雇
用
不
足
の
改
善
を

本
市
の
直
近
の
有
効
求
人
倍
率
は
。

市
独
自
の
数
値
は
な
い
が
、
平

成
26
年
度
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
磐
田
管

内
の
有
効
求
人
倍
率
は
0
．9
倍
で

あ
る
。静
岡
県
は
1
．0
8
倍
、国
が
1
．

0
9
倍
で
あ
る
事
を
考
え
る
と
改
善

が
必
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

市
の
就
労
支
援
事
業
の
取
り
組
み
は
。

本
市
は
サ
ン
ラ
イ
フ
袋
井
に
お

い
て
の
職
業
相
談
や
、
書
類
作
成
等

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
就
労
希
望
者
に

対
し
て
行
う
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を

行
っ
て
い
る
。ま
た
、職
業
別
の
有
効

求
人
倍
率
は
、建
設
業
4
．3
倍
、看

護
3
．7
倍
、介
護
サ
ー
ビ
ス
1
．8

倍
で
あ
り
、一
般
事
務
の
0
．2
倍
や

販
売
0
．7
倍
と
差
が
あ
る
。市
内
企

業
を
P
R
す
る
合
同
企
業
説
明
会
な

ど
を
開
催
し
、
企
業
が
求
め
る
人
材

を
学
生
に
説
明
し
て
い
き
た
い
。

若
い
世
代
も

政
治
・
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
を

若
年
層
の
選
挙
及
び
ま
ち
づ
く
り
参

加
向
上
へ
の
取
り
組
み
は
。

若
い
世
代
は
、
自
分
達
の
意
見

が
反
映
さ
れ
な
い
と
の
考
え
が
政
治

へ
の
無
力
感
に
繋
が
っ
て
い
る
と
考

え
る
。
今
後
、
小
学
生
か
ら
の
教
育

を
通
し
て
理
解
を
深
め
た
い
。ま
た
、

若
い
世
代
が
住
み
た
く
な
る
地
域
づ

く
り
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

高校生と企業を結ぶ袋井市合同企業説明会

近藤記念館と日越友好の「かかし」
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市政に対する　一 般 質 問

総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
や

病
院
等
へ
の
負
担
額
は

旧
市
民
病
院
を
改
修
し
て
来
春
開
設

す
る
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
の
施
設
改
修
工

事
費
や
運
営
費
は
ど
の
程
度
か
。
ま
た
、

中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
繰
出
額

は
上
限
い
く
ら
と
考
え
て
い
る
か
。

工
事
費
は
13
億
8
0
0
0
万

円
、
運
営
費
は
聖
隷
袋
井
市
民
病
院

込
み
で
3
億
4
0
0
0
万
円
程
度
を

予
定
し
て
い
る
。
な
お
、
新
病
院
へ

は
6
億
円
（
掛
川
と
袋
井
市
で
15
億

円
）
を
上
限
と
考
え
て
い
る
。

地
籍
調
査
の
推
進
を
図
る
べ
き

進
捗
率
は
60
．7
%
で
あ
り
、
現
状

の
計
画
で
は
40
年
も
か
か
る
。
早
急
に
推

進
す
べ
き
。

市
民
生
活
に
深
く
関
わ
る
重
要

な
調
査
の
た
め
、
強
く
推
進
し
て
い

き
た
い
。

台
風
18
号
被
害
の
早
急
な
対
策
を

先
の
10
月
6
日
の
台
風
で
、
川
井
、

袋
井
、
田
原
、
村
松
地
区
等
を
は
じ
め
、

市
内
各
地
で
水
害
等
が
多
発
し
た
。
早
急

な
対
策
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
。

観
測
デ
ー
タ
か
ら
浸
水
状
況
の

検
証
を
行
う
な
ど
、
豪
雨
災
害
対
策

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
も
と
に
、
引

き
続
き
治
水
対
策
事
業
の
推
進
に
努

め
た
い
。

大
庭 

通
嘉 

議
員

米
価
下
落
へ
の
対
応
は

平
成
26
年
産
米
が
一
俵
当
り
3
千
円

前
後
も
下
落
、
生
産
費
を
下
回
る
状
況
と

な
り
危
機
感
が
稲
作
農
家
に
広
が
っ
て
い

る
。
原
因
は
「
米
離
れ
」
と
「
過
剰
生
産
」

だ
が
、「
生
産
調
整
廃
止
」
を
打
ち
出
し

た
安
倍
政
権
の
責
任
も
大
き
い
。
市
は
、

コ
メ
価
格
下
落
や
米
直
接
支
払
交
付
金
半

減
に
よ
る
市
内
農
家
の
減
収
が
ど
れ
ほ
ど

か
把
握
し
て
い
る
の
か
。

試
算
で
は
、
平
成
26
年
産
米
の

販
売
額
は
約
15
億
6
0
0
0
万
円

で
、
25
年
よ
り
約
3
億
7
5
0
0
万

円
の
下
落
と
予
測
さ
れ
る
。
米
の
直

接
支
払
交
付
金
は
10
ア
ー
ル
当
た
り

1
万
5
0
0
0
円
か
ら
7
5
0
0
円

に
半
減
し
、
約
8
5
0
0
万
円
減
額

の
見
込
み
で
あ
る
が
、
26
年
は
市
ご

と
に
配
分
さ
れ
る
産
地
交
付
金
が
25

年
よ
り
約
6
1
0
0
万
円
増
額
さ

れ
、
交
付
金
の
影
響
は
全
体
で
約

2
4
0
0
万
円
の
減
額
に
と
ど
ま
る

見
込
み
で
あ
る
。
米
価
下
落
分
と
合

わ
せ
た
全
体
の
影
響
額
は
約
4
億
円

と
考
え
ら
れ
る
。

過
剰
生
産
が
米
価
下
落
の
原
因
で
あ

り
、
生
産
調
整
を
し
な
い
と
米
価
の
下
落

に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
。
国
は
生
産
調

整
に
関
与
し
な
い
と
の
方
針
だ
が
今
後
の

見
通
し
は
ど
う
か
。

国
は
平
成
30
年
産
か
ら
生
産
目

標
の
配
分
を
行
な
わ
な
い
考
え
だ
が
、

市
と
し
て
は
農
業
者
、
J
A
、
関
係

機
関
が
一
体
と
な
っ
た
生
産
調
整
は

必
要
と
考
え
て
お
り
、
産
地
交
付
金

を
活
用
し
、
転
作
作
物
の
産
地
化
や

作
付
け
支
援
を
続
け
て
い
き
た
い
。

高
橋 

美
博 

議
員

川井地区の浸水

三川地区の田園
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総
合
計
画
へ

若
い
年
齢
層
の
意
見
反
映
を

市
民
意
識
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
20

歳
代
〜
40
歳
代
の
年
齢
層
は
、
10
年
後
の

袋
井
市
の
望
ま
し
い
姿
を
子
育
て
や
教
育

環
境
の
充
実
に
求
め
て
お
り
、
さ
ら
に
掘

り
下
げ
た
意
見
を
聞
く
機
会
を
設
け
て
は

ど
う
か
。「

袋
井
市
子
ど
も
子
育
て
会
議
」

や「
袋
井
市
学
力
向
上
推
進
委
員
会
」

に
、
30
歳
代
〜
40
歳
代
を
含
む
市
民

や
学
識
経
験
者
の
参
画
を
得
て
い
る

が
、
さ
ら
に
意
見
反
映
の
方
法
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

市
内
道
路
の
整
備
を

市
内
各
所
で
白
線
標
示
の
消
え
て
い

る
道
路
が
目
立
つ
。
袋
井
駅
か
ら
の
西
通

り
や
浅
羽
支
所
周
辺
な
ど
、
主
要
箇
所
の

整
備
は
優
先
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

県
へ
の
要
望
も
含
め
、
白
線
の

引
き
直
し
を
検
討
し
た
い
。

外
国
人
児
童
生
徒
へ
の

教
育
支
援

本
人
の
学
校
生
活
へ
の
適
応
や
日
本

人
を
含
む
授
業
全
体
の
レ
ベ
ル
維
持
の
必

要
上
、
巡
回
外
国
人
支
援
員
の
増
員
と
常

駐
外
国
人
支
援
員
の
勤
務
時
間
の
延
長
が

で
き
な
い
か
。

大
規
模
校
へ
の
外
国
人
支
援
員

の
複
数
配
置
も
含
め
、
各
校
の
外
国

人
児
童
生
徒
の
在
籍
人
数
に
応
じ
た

支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
て
い
き
た

い
。

岡
本  

幹
男 

議
員

人
口
減
少
・

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
は

本
市
の
人
口
に
占
め
る
若
者
の
比

率
、
若
い
女
性
の
比
率
は
。

総
人
口
に
占
め
る
20
歳
か
ら
39

歳
ま
で
の
人
口
の
比
率
は
27
．5
%

で
、
県
内
23
市
の
平
均
23
．6
%
を

大
き
く
上
回
り
、
御
殿
場
市
の
27
．

9
%
に
次
い
で
2
番
目
に
高
い
率
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
女
性
の
比

率
は
、
13
．0
%
で
県
内
23
市
の
平

均
11
．5
%
を
上
回
り
、
若
者
・
女

性
比
率
に
つ
い
て
は
最
も
高
い
市
に

な
っ
て
い
る
。

20
歳
前
後
の
若
年
層
の
転
出
を
防
ぐ

た
め
の
対
策
は
。

静
岡
理
工
科
大
学
を
は
じ
め
、

静
岡
大
学
、
静
岡
文
化
芸
術
大
学
、

東
海
ア
ク
シ
ス
看
護
専
門
学
校
な
ど

学
ぶ
場
も
充
実
し
て
い
る
。
高
度
な

教
育
を
受
け
た
若
者
が
地
域
に
戻
り

活
躍
で
き
る
よ
う
、
市
内
企
業
の
育

成
や
優
良
企
業
の
誘
致
に
努
め
た
い
。

自
然
災
害
時
の
住
民
避
難
は

台
風
18
号
の
上
陸
に
伴
い
、
発
令
さ

れ
た
避
難
勧
告
等
の
課
題
は
。

発
令
さ
れ
た
避
難
準
備
情
報
や

避
難
勧
告
に
よ
り
取
る
べ
き
行
動
の

違
い
が
十
分
理
解
さ
れ
て
お
ら
ず
、

迅
速
か
つ
適
切
な
避
難
行
動
の
あ
り

方
が
浸
透
し
て
い
な
い
。
今
後
は
情

報
の
受
け
手
と
な
る
住
民
が
正
し
く

情
報
を
入
手
で
き
、
安
全
か
つ
迅
速

な
避
難
行
動
が
で
き
る
よ
う
、
周
知

啓
発
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

大
場 

正
昭 

議
員

子育て支援センターフェスティバル

同報無線の放送
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市政に対する　一 般 質 問

市
制
10　
周
年
記
念
へ
の

取
り
組
み

記
念
行
事
と
し
て
松
下
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
譲
渡
を
受
け
、
お
茶
の
歴
史
に

力
を
入
れ
て
P
R
し
て
は
ど
う
か
。

袋
井
茶
文
化
促
進
会
で
は
、
松

下
氏
と
と
も
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
リ

ス
ト
化
を
行
っ
て
い
る
。
市
と
し
て

今
後
、
所
蔵
品
の
活
用
方
法
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

食
育
の
一
環
と
し
て

中
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
強
化
磁

器
食
器
が
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
全

て
の
学
校
に
導
入
す
る
計
画
が
あ
る
か
。

袋
井
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
及
び

浅
羽
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
建
設

後
20
年
以
上
が
経
過
し
、
施
設
が
老

朽
化
し
て
い
る
。
今
後
、
施
設
や
設

備
の
改
修
に
併
せ
て
、
強
化
磁
器
食

器
の
導
入
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み
は

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
額
が
増
え
て

い
る
市
町
が
あ
る
が
、
当
市
は
目
標
額
を

決
め
、寄
附
額
を
増
や
す
計
画
は
あ
る
か
。

目
標
額
を
設
定
し
て
取
り
組
む

こ
と
ま
で
は
考
え
て
い
な
い
が
、
ふ

る
さ
と
袋
井
の
自
慢
と
な
る
べ
き
も

の
を
P
R
し
、
よ
り
多
く
の
方
に
寄

附
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
今
後
も
努

力
し
て
い
き
た
い
。  

山
田 

貴
子 

議
員

人
口
減
少
社
会
に
向
け
た

ま
ち
づ
く
り
を
問
う

経
済
格
差
に
伴
う
学
力
差
解
消
に
向

け
た
取
り
組
み
は
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
か

ら
授
業
作
り
の
課
題
を
把
握
し
、
誰

も
が
「
わ
か
っ
た
」
を
実
感
で
き
る

授
業
へ
改
善
を
進
め
る
。
さ
ら
に
、

市
独
自
に
小
4
と
小
5
、
中
1
と
中

2
で
学
力
調
査
を
実
施
し
、
児
童
生

徒
の
学
力
の
遅
れ
や
課
題
を
早
期
に

発
見
し
、
小
学
校
入
学
か
ら
中
学
校

卒
業
ま
で
一
貫
し
て
指
導
し
て
い
け

る
体
制
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

少
子
化
対
策
に
向
け
た
財
源
の
考
え

方
は
。

市
の
財
政
運
営
に
お
い
て
は
少

子
化
対
策
を
重
点
化
す
べ
き
施
策
の

一
つ
と
し
て
捉
え
、
産
業
の
振
興
や

定
住
促
進
な
ど
、
税
収
増
に
つ
な
が

る
施
策
に
よ
り
収
入
を
増
や
す
こ
と

で
財
政
基
盤
の
強
化
に
努
め
た
い
。

小
規
模
企
業
振
興
計
画
の
策
定
は

小
規
模
企
業
振
興
条
例
の
制
定
や
、

小
規
模
企
業
振
興
基
本
計
画
を
策
定
す
る

考
え
は
。

 

商
工
団
体
と
定
期
的
に
情
報
交

換
し
、
小
規
模
事
業
者
の
要
望
・
意

見
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
商
工
団

体
を
中
核
と
し
て
金
融
機
関
や
支
援

機
関
と
連
携
し
、
小
規
模
事
業
者
の

経
営
支
援
に
取
り
組
む
中
で
、
必
要

で
あ
れ
ば
条
例
制
定
や
計
画
策
定
を

し
て
い
き
た
い
。

髙
木 

清
隆 

議
員

強化磁器食器の学校給食

学力向上推進委員会
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◆10月21日の第3回防災対策特別委員会は、次の2件について報告を受けました。

１　袋井市静岡モデル整備事業の進捗状況について
①　前回の特別委員会で示された計画標準横断面図について、保安林管理道の道幅を10m
から12mに拡幅するよう修正する。

②　施工区分について、磐田市及び掛川市の静岡モデルとの整合性や国・県との協議結果
により、本市が盛土工を実施し、県が覆土工及び植栽工を実施する。

③　盛土材の確保については、建設発生土を有効活用するとともに、その受け入れについ
ては、現在マニュアルを作成中である。

④　市が実施する盛土工の工事は11月下旬から2月上旬の工期とし、その後、県が覆土
工及び植栽工等の工事を実施することで調整中である。

２　津波防災地域づくり法に基づく津波災害警戒区域等の指定の考え方について
　　住民の避難警戒態勢の強化を図るため、地域の危険性をより明確に示すことが必要な区
域について、県が行う津波災害警戒区域指定の考え方が示された。この区域指定を行った
場合、土地利用に大きな影響を及ぼす可能性もあり、今後さらなる検討が必要である。

◆11月25日の第4回防災対策特別委員会は、今後当局に対して提出していく予定である政
策提言の内容として、①袋井市静岡モデルの整備計画について　②ふるさと防災寄附金の推
進について　③命山の整備について　の3項目を協議しました。

防災対策特別委員会　10/21、11/25

　まちづくり対策特別委員会では、10月22日に第4回委員会を開催しました。当局から、農工
法における企業誘致の可能性や、磐田市・掛川市・袋井市の製造品出荷額の比較など4件の報
告を受けた後、企業誘致の方向性について協議しました。

◆報告事項の主な内容
１　袋井市での農工法（農村地域工業等導入促進法）による企業誘致の可能性
　　20年ほど前までは、旧袋井市・旧浅羽町において農工法による企業誘致を行ってきた。しか
し、現在の袋井市の場合、農工法が適用される要件の、①人口が増えていない　②第2次産業就
業者の比率が低い地域　ではないため、対象とならず、農工法による開発はできなくなった。

２　磐田市・掛川市・袋井市の製造品出荷額の比較
　　平成22年の製造品出荷額は、磐田市1兆7,484億円、掛川市1兆1,801億円、袋井市4,604億
円であった。磐田市は、輸送機器関連企業等と共に発展してきた。掛川市は、新幹線駅や東
名ICの開設などにより工業団地が順調に販売でき、製造品出荷額を伸ばした。

◆協議における主な意見
・企業を誘致するとき候補地として位置づけることができる土地の開発可能性調査を実施して
はどうか。
・誘致する企業の分野を絞ったり、技術力のある中小企業を集積した企業体を作ったりする取
り組みも視野に入れるべきではないか。
・防潮堤建設のための搬出土の確保も見据えた開発・造成を考えるべきである。

まちづくり対策特別委員会　10/22
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平成26年度一般会計補正予算や条例制定・改正などの議案を、各常任委員会で審査しました。

総

務

委

員

会

民
生
文
教
委
員
会

建
設
経
済
委
員
会

●袋井市月見の里学遊館ほか1施設の指定
管理者の指定について

　市民運営型を目指した取り組みにつ
いて、誰がどのように運営に関わって

いるか。

　昨年度ボランティアを募集し、50
名余の方に参加いただいている。現在

は、イベント時のスタッフとして、また、環境
整備に携わってもらっている状況である。企画
段階から入っていただける方を少しずつ増やし
ていけるように、市民運営型のスタッフを整え
ている段階にある。

～その他公共施設費・公用施設災害復旧費～

　台風被害による「大師山自然観察の
森」復旧事業にあたり県から観光施設整

備事業費補助金が交付されるが、災害関係の補
助は受けられないのか。

　もともと観光施設として整備した経緯
があり、災害関係の補助も含め県に対応

を確認したところ、観光施設整備事業費補助金
の補助対象になるとの回答であったため、この
補助金を活用することとした。

　かなり土砂が流出し、将来的には砂
防ダムを造ってほしいという要望もあ

るようだが見解は。

　砂防施設を建設する場合、治山治水
の観点からの検討も必要で大きな事業

となり、自然観察の森としての施設内容にも影
響してくるため、観光施設として復旧したいと
考えている。

●袋井市営駐車場・自転車等駐車場の指
定管理者の指定について

　市内の自転車盗難件数の推移と検挙件数
はどのようになっているか。また、駐輪場

に録画機能を有する機器は設置されているか。

　平成23年が盗難件数173件に対し検
挙件数が15件、平成24年が122件に対

し12件、平成25年が121件に対し11件となっ
ている。また、駐輪場には防犯カメラが設置さ
れており、盗難事件が発生した場合には、防犯
カメラの録画により警察と協議を行うととも
に、指定管理者と防犯対策に取り組んでいく。

袋井駅前駐輪場の防犯カメラ

市内に4カ所ある地域包括支援センター
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●平成26年度袋井市一般会計補正予算
（第3号）～介護保険費～

　消防法施行令の改正に伴い、どのよう
な施設が対象となり、必要な設備は。

　自力避難が困難な要介護者がいる施設
などが今回の改正の対象となり、市内2

カ所の小規模多機能型居宅介護を行う施設で、
消防署へ通報するための火災報知器の整備が必
要となるため、補助していきたい。

●袋井市地域包括支援センターの人員及び運営
に関する基準を定める条例の制定について

　地域包括支援センターが設置されて
から年数も経ち、設置当初とは状況が

変化しているが、現状をどの程度把握して条例
を定めるのか。

　4カ所ある地域包括支援センターは地
域の最前線として情報把握に努めてお

り、市が基幹的機能を更に発揮し、連携の強化
に努めていきたい。条例については、国が示す
基準について盛り込むものである。

●平成26年度袋井市一般会計補正予算
（第3号）～環境衛生費～

　太陽光発電による電力の買い取り価格
が下がっているが、その影響はあるか。

　太陽光パネルの価格の下落に伴い、電
力の買い取り価格も下がっている。それ

らの動向を注視しながら市の奨励金の額を検討
していく必要がある。機器設置者が負担する費
用自体には大きな影響はないため、今後も設置
数は増加すると判断している。

●平成26年度袋井市一般会計補正予算
（第3号）～職員退職手当基金繰入金～

　平成29年度までに、大量の職員が定
年退職することとなり、何十年のキャリ

ア、ノウハウを持った職員が抜けてしまうことは
深刻な問題である。
しっかりとした人事計画を行うべきではないか。

　ここ数年は退職者が多い状況であり、
技術の継承、仕事のやり方などを引き継

ぐことが課題である。来年度策定予定の次期定
員適正化計画の策定時に様々な課題を検討して
いきたい。

　現在の事務量と職員数を比較した場
合、業務に支障をきたしていないか。

　平成23年度から5年間の定員適正化
計画では、この5年間で44名減らす計

画である。職員を減員することで事務の停滞
を招くことがないよう、毎年、次年度に必要
な職員数と事務量を各部署から提出してもら
い、その内容を把握した上で採用職員数、職
種を検討し、事務の執行に支障がないように
取り組んでいる。

太陽光発電システム
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　昨年は大雨、大雪、地震等の自然災害が多く、改めて防災
対策のあり方が行政・議会に問われていると感じました。本
年は穏やかな一年となるよう祈るとともに、より一層の市政
の発展のため市議会として力を尽くしてまいります。また、
その活動を丁寧に広報していきたいと思います。

編集後記
〒437-8666 袋井市新屋1丁目1番地の1
TEL.（0538）44-3143（直通）　FAX.（0538）44-3148

ホームページ http://www.city.fukuroi.shizuoka.jp/
メールアドレス gikai@city.fukuroi.shizuoka.jp
発　行／静岡県袋井市議会
発行日／平成27年2月1日
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植物油インキを
使用しています再生紙を使用しています

市議会の中継（録画）放送・会議録が
ご覧いただけます。

Yahoo! や Google などの検索画面から
袋井市議会 検索 クリック！！クリック！！
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★平成26年度から、常任委員会等の会議録も公開しています。
（平成26年4月以降開催の会議）

会議録が検索できます 本会議の中継（録画）
放送を行っていますあなたも本会議・委員会を

傍聴してみませんか。
　傍聴には、市役所5階の議会事務局で受付
が必要となります。なお、本会議・委員会は
進行により予定を変更する場合もありますの
で、あらかじめ議会事務局へお問い合わせく
ださい。
　また、足の不自由な方や妊婦の方などは、
段差解消機を利用し議場の傍聴席へ入れま
す。利用を御希望の方は議会事務局へ声をお
かけください。

段差解消機

2月市議会定例会のお知らせ

【場 所】市役所5階議場及び各委員会室
【時 間】午前9時から
【日 程】
 2月 24日（火）  開会、議案の説明
 3月 3日（火） 市政に対する一般質問
  4日（水） 市政に対する一般質問
  5日（木） 市政に対する一般質問
  9日（月） 議案の審査（常任委員会）
  10日（火） 議案の審査（常任委員会）
  11日（水） 議案の審査（常任委員会）
  12日（木） 議案の審査（常任委員会）
  23日（月） 委員長報告～採決、閉会

　市政についての要望や意見は、「請願」「陳情」
として文書で市議会に提出することができます。
◆請願（陳情）書への記載事項
　住所、氏名（法人や団体の場合は、所在地、
名称及び代表者氏名）、押印、要望する内容

　（請願には議員の紹介が必要です。）
◆提出先　議会事務局へ直接お持ちください。
◆提出期限　定例会開会日の8日前
※郵送により提出された場合は、議長判断で対
応いたします。

市議会への請願・陳情について


